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     ２０２０年１１月１０日（火）発行（毎月 10 日） 

【農暦】もう炬燵を出した！ 

〇暦がめくられるのが速い。残り 2枚になった。7日は立冬であった。温かい陽射しの日

もあるが、肌寒い日が多くなった。急な寒さに、身体が変化に対応できない。先週には炬

燵を出した。江戸時代には“炬燵開きの日”があった。旧暦の亥の月の亥の日で、今年は

4日がその日になる。6日早く出してしまった。亥は火を

司る水の気で火事にならないと云われたという。乾燥の

時期に入る。コロナもだが、インフルエンザも心配され

る。火事にも用心が必要である。 

〇コロナ禍でストレスが積もっているのか世界的にトラ

ブルや事件が多い。アメリカでは大統領選でバイデンの

当選確実宣言がなされたが、予断を許さない異常な状況

が続いている。8日の天声人語には、共和党の上院議員が

「すべて票を集計するのは民主主義の核心だ」とツィートしたとあった。そんな当たり前

の発言が注目されるのが今の米国政治である。日本では日本学術会議の筋の通らない国会

答弁が続いている。当たり前のことが通らないという点で、日本とアメリカの政治状況が

似ている。ネットではフェイク情報などの拡散が続き、日本では自殺まで追い込まれる人

を出している。鯛は頭から腐るという。コロナもだが、こんな社会は怖い。 

〇先月の薩摩芋掘り作業が引き金になったと思われる、右手の親指が腱鞘炎になってか

ら、農作業がほとんどやれていない。菜園をよい状態にと思

っていたが、残念である。大根、白菜、葱などは、もう時期

遅れである。コロナ禍で気分の萎縮もあるが、農作業日和の

タイミングでの腱鞘炎で気力が削がれてしまった。 

〇冬に向かう今、腱鞘炎もほぼ治癒してる。油断は出来ない

が、すこしでも良い状態にしておきたいと思っている。小

豆、黒豆、里芋それぞれ僅かだが、小豆、黒豆は鳥に狙われ

ている。収穫を急ぎたい。トマト、茄子などの夏野菜の片付

け、そして、ブルーベリー、キューイの剪定、蔓植物の刈り取り、木々の剪定もある。や

ることは多い。凍土になる前に、やらねばと思っている。（了） 

【楽農】＜畑＞落花生、小豆、生姜を少々収穫。蔓＆草刈り。 

【楽市】イベントなど；詩吟例会（22日）友部公民館作品展示・川柳（31－1日）共生の

会（5日）川柳の会（5日）笠吟連会長会（7日）。 
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＜雑多の草花の中で＞小さな

庭で。８日撮影 

＜鉢植えのトマト＞中々色付

かない。８日撮影 

発芽を鳥に蒔き直し畑の貧弱

な玉葱を見てか。５日撮影 
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【つぶやき＝Tweet】道理の通らない社会は怖い！                     

〇日本語に”無理が通れば道理が引っ込む“という言葉がある。強者のゴリ押しを批判し

たものである。道理の通らない社会は怖い。不安も募る。人のうわさも 75日という言葉

もある。アメリカ大統領選で、日本学術会議の任命拒否の問題も少し影が薄くなってい

る。香港の一国二制度を巡るデモがニュースにならなくなった。どうなったか気になる。

〇香港のデモの映像を見て、どこかで見たことがあると思ったら、50年前の東京だった。

香港で起こっていることが日本で起きていたのであ

る。ベトナム反戦、70年安保の時の東京の映像と全

く同じに見えた。香港で起こっている事は他人事では

ない。50年前の東京なのである。 

〇日本には他山の石（中国の詩経の由来）の言葉が

あるが、香港、アメリカで起こっていることは、他山

の石ではないのである。言葉遊びが過ぎた。 

〇詩吟を楽しんでいるが、最近は齢のせいか人生の儚

さを詠んだものに惹かれる。自然を、人生を詠んだ詩

が多いし、好きた。価値観を異にするものもある。 

〇最近は短文が流行りのようで、絵本が、特殊なもの

では 54字の物語が話題になった。短歌、俳句、川柳も流行っている。じっくり本を読む

時間の使い方は今の時世に合わないようだ。 

〇人は七つの性（さが）＊に翻弄されると云う。川柳で人生を、世相を笑い飛ばしたいと

思う。 “もみじがり今は近場で草をかる”“gotoは豪華トラベル代名詞”は、今月詠ん

だ川柳である。gotoトラベルのキャンペーンが話題になっているが、いやみ、やっかみが

出ているだろうか。深い話より受けるような気がする。  

〇先月号で、“膨らんだ国の借金（国債）約 1100兆円のことがある。ネットに、国債は 9

割が国内だからいい、お札を刷ればいいの暴論がある。それなら税をとらないで刷ればよ

い事になる。＜略＞”に対し“近々にハイパーインフレーションが起こる”と取られる表現

だと批判を頂いた。確かに、デフレが続いている今は、ハイパーインフレーションの心配

はない。また、国家財政は家計とは単純比較は出来ないが、財政規律は問われる。国防費

は GNP１％以下とか、国債を増やし続けて良いわけではない。弱者や社会保証費の財政

出動を否定したわけではないが、誤解されたことについてお詫び致します。（了） 

＊うらみ、つらみ，ねたみ、そねみ、いやみ、ひがみ、やっかみ。 

〇断捨離考：テレビ番組、冊子の記事を見るな

ど、実行は少しずつ継続？中々進まない。       

【後記】持論を言いづらい。レッテル貼りがあ

る。自由に云えることを大事にしたい！。                 

【編集せずランダム構成】   

発行者；小暮虎雄 

住所；笠間市本戸４２０１－１０ 

携帯電話：０９０－９３３３－４１３５ 
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メール；torao-k@nifity.com 
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